
          ミ サ を 生 き る （１０） 

 

             【集 会 祈 願】 

 

■「あわれみの賛歌」、あるいは、「栄光の賛歌」が終わると、司祭は、会衆に祈るよう招く。

そして、一同は、司祭とともにしばらく沈黙する。それは、自分が神のみ前にいることを意

識し、自分の願いを思い起こすためである。それから司祭は、「集会祈願」と呼ばれる祈願

を唱える。 

 

■第二バチカン公会議以前のローマ典礼は「集会祈願」のことを、単に、「祈り」（Oratio）

と呼んでいた。新ローマ典礼書に表れる「集会祈願」という用語は、ラテン語の“Collecta”

の訳である。もともと古いガリア典礼の伝統に由来するもので、教皇パウロ六世の勧めによ

って導入された。“Collecta”とは、英語の”Collection“、つまり品物やお金、人の興味や関心

などを寄せ集めることを意味する。 

 「寄せ集め」としての集会祈願は、二つの役割を果たす。 

（１） ミサの本番が始まることを喚起させる 

 初期キリスト教のミサは、現在のように開催の儀があったわけではなく、直ちにことばの

典礼から始まったので、聖書朗読の前に、人々の関心を集めるための祈りが発展した。 

 “Collecta”が、ミサの始まりを喚起するとすれば、”Missio”（派遣）は、ミサの終わりを告

げる。ギリシャ語で教会をエクレシア（呼び集められた団体）と呼ぶのだが、エクレシアと

は、”Collecta”と”Missio”の両面によって成り立つ共同体であるといえる。”Collecta”は、教

会の内面的な側面(ad intra)、つまり、信仰の深化の努めを示し、”Missio”は教会の外面的な

側面(ad extra)、つまり世に向かう宣教の使命を示す。 

（２） 集会祈願は、開催の儀とことばの典礼の間を仲介する 

 このように仲介の役割を担うものとして、集会祈願以外にも、奉納祈願と拝領祈願がある。

奉納祈願は、ことばの典礼から感謝の典礼へ、拝領祈願は、感謝の典礼から閉祭への仲介を

果たす。三つの祈願のどれもが、①司祭の招き、②沈黙、③祈願分朗読、④会衆の応答、と

いう四つの要素によって構成されている。 

 古代教会の記録には、司式者が集会祈願を唱えるときには、司式者と会衆全体が、東の方

向に向かい、両手を開き、司式者の祈りが終わると皆がアーメンと応えた、とある。東とは、

新しい太陽であるキリストが現れる方向を示し、両手を開くとは、自分を完全に神に委ねる

態度を示した。一心同体になって神に向かう信仰者たちの熱意と落ち着きを同時に感じさ

せる姿である。 

 信仰は心の深いところから発する願いから生じるものである。共同体が一つになって願

いを発するときに、信仰は共同体的なものになっていく。”Collecta”とは、心と体を一つに

して祈る、共同体の姿を示すものである。 （参照：「典礼と秘跡のハンドブックⅠ」） 


